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９　水環境の保全活動

（１）住民団体の活動の状況

県内で水環境保全に関わる活動を行っている住民団体として、平成14年に実施した市

町村へのアンケート調査等により60団体余りが把握された。これら以外にも、地域レベ

ルでの取組を行っている団体は相当数存在するものと考えられ、さらに地域住民などに

よる河川清掃などの活動も含めると、かなりの住民が何らかの形で水環境保全活動に参

加しているものと思われる。

活動の形態では、ほとんどの団体が、環境保全のための「実践活動」を行っており、

また、「普及啓発」や「調査研究」も過半数の団体が取り組んでいる。「他団体の活動支

援」は33％であったが、環境保全団体相互の連携を進めることにより、この割合が高ま

ることが期待される。

活動内容としては、自然観察、水辺での環境学習、美化・清掃活動等、幅広い活動が

行われている。

活動の成果としては、水辺の自然や水質の保全に加え、地域の人々の水環境への意識

啓発や地域における諸活動の連携、交流の促進などが挙げられる。

また、今後の活動に当たっての課題として、「地域の人々の協力」、「中心スタッフの

養成」といった、活動に関わる人材に関する課題が多く指摘されている。

河川清掃活動
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図２－20　住民団体の活動内容 

図２－21　活動に当たっての課題 

〈住民団体の活動形態〉 

〈住民団体の活動内容〉 

（複数回答） 

（複数回答） 

39.2％ 

資料：環境保全団体アンケート調査結果（回答団体の割合を示す） 

地域の人々の協力 

中心となるスタッフの養成 

法人化等の組織化 

活動の資金 

専門的な知識やノウハウ 

情報の収集・発信体制 

他団体との交流、ネットワーク 

その他 
20.3％ 

2.5％ 
6.3％ 

8.9％ 

7.6％ 

2.5％ 

12.7％ 

0

0 20 40 60 80 100（％） 
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実践活動 

普及啓発 

調査研究 

他団体の活動支援 

政策提言 

水質・水量等の調査・保全 

河川・湖沼の美化・清掃活動 

水辺の保全・再生 

諸活動の交流・連携の促進 

節水等の生活改善活動 

水源地域の植樹・森林管理 

水辺でのイベント活動 

文化・伝統行事の研究・継承 
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（２）河川愛護活動
各市町村に事務局のある河川愛護会では、多くの地域住民が参加して河川の清掃等の

活動を行っている。平成14年度は、約16万人の住民が参加し、約1,540トンのごみ等を

回収した。

（３）水に関連した環境学習
小中学校においては、完全週５日制や「総合的な学習の時間」の実施を背景に、環境

学習や自然体験活動のフィールドとして、身近に存在する自然豊かな水辺への注目が集

まっている。小中学校や環境保全活動団体等による水辺を活用した環境学習が各地で行

われている。

図２－22　河川愛護活動の実績 
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（４）県民の意識
県民の水環境に関する意識等を把握するため、平成14年に県内に居住する満20歳以上

の男女3,000人を対象にアンケート調査を実施した。有効回収数は1,045（回収率34.8%）

であった。

①　県民の水環境に対する満足度

身の回りの水環境に対して、「不満」及び「やや不満」の回答が過半数を超えた項

目は、「ごみなどの少なさ」であった。また、「不満」及び「やや不満」の回答より、

「満足」及び「やや満足」の回答が多かったものは、「水道水の安定供給」、「景観・風

景のきれいさ」、「水害からの安全性等」であった。

表２－５　県民の水環境に対する現状評価 

図２－23　家庭における水環境保全への取組状況 

74.6

61.6 28.4 1.9 3.3 4.7

58.0 30.5 0.8 6.2 4.5

52.0 30.0 1.1 12.2 4.7

42.9 33.8 4.8 13.6 5.0

38.2

0％ 

取り組んでいる 

廃油などを流さない 

節水に気をつける 

洗剤の適量使用を心がける 

排水処理を適切に行う 

水路、側溝の清掃を行う 

敷地の舗装面を少なくする 

水環境に関する話をする 

雨水を貯めて家庭で利用する 

雨水浸透桝を家庭に設置する 

今後は取り組みたい 今後も取り組まない わからない 無効、不明 

20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

18.9 11.2 25.4 6.3

25.8 41.1 5.7 22.4 5.0

6.2 31.5 30.0 26.5 5.7

3.8 24.1 30.0 35.9 6.1

16.7 1.13.3 4.3

「満足」＋「やや満足」の回答上位順 

順位 項　目 ％ 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11

32.0 
30.8 
28.7 
24.1 
23.5 
20.5 
17.7 
17.0 
16.1 
12.1 
11.5

水道水の安定供給 
景観・風景のきれいさ 
水害からの安全性 
水辺への近づきやすさ 
水のきれいさ 
水源の安全性 
生きものの豊かさ 
地下水・湧水など 
水の臭さ 
水の量 
ごみなどの少なさ 

「不満」＋「やや不満」の回答上位順 

順位 項　目 ％ 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
９ 
11

57.1 
40.1 
36.2 
32.2 
29.2 
27.2 
26.6 
24.0 
20.4 
20.4 
14.5

ごみなどの少なさ 
水のきれいさ 
水の臭さ 
水の量 
地下水・湧水など 
景観・風景 
水辺への近づきやすさ 
水害からの安全性 
生きものの豊かさ 
水源の安全性 
水道水の安定供給 

②　県民の水環境保全活動に対する意識

家庭においては、洗剤の適量使用や廃油を流さない、節水に気をつけるなどの取組

は過半が実施していた。
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地域等における活動については、「河川や湖沼などの美化・清掃活動」に41.6％と、

半数近くの県民が何らかの形で参加している。ただし、その他の活動に関しては、参加

しているとの回答は10％以下にとどまった。「今後は参加したい」が、各活動とも3～5

割程度あり、こうした活動への参加意向を持っている人も比較的多い。

図２－24　住民団体や行政・地域等で行っている活動への参加状況 

図２－25　水環境をよくするために行政が力を入れるべき項目 

（複数回答） 

41.6 28.5 6.3 19.4 4.1

10.3 46.6 8.5 28.2 6.3

8.4 41.1 11.0 32.5 7.0

6.3 30.5 15.0 40.6 7.6

5.4 37.6 16.7 34.7 5.6

5.4 36.2 12.0 39.5 7.0

5.1 32.5 12.2 43.6 6.5

3.2 29.4 13.0 46.2 8.2

1.6

0％ 

0％ 

下水道の整備 

川を自然に近い状態に整備 

水源地域の森林管理 

河川・水路の水質改善 

水辺の美化・清掃 

水道水などの安定供給 

水害の防止対策 

水辺にふれあえる場所の整備 

下水処理水や雨水の再利用 

野生生物保護や移入種対策 

水環境保全に関する啓発 

雨水浸透などによる地下水かん養 

文化財や伝統行事の保存・継承 

その他 

10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 

参加している 

河川や湖沼などの美化・清掃活動 

節水や雨水利用などの促進 

水辺を利用したイベントの開催 

水源地域の森林の植樹・管理作業 

自然観察や生物などの調査活動 

水質・水量等の調査・保全活動 

文化財や伝統行事の保存・継承 

水辺のビオトープ等の整備 

情報誌の発行などによる情報発信 

今後は参加したい 今後も参加しない わからない 無効、不明 

20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

27.7 14.7 49.5 6.5

③　水環境保全の取組のあり方

水環境を良くするための行政の取組として力を入れるべきもので多かった回答は、

「下水道の整備」、「川を自然に近い状態に整備する」、「水源地域の森林管理」などであ

った。



27 第２章　栃木県の水環境の現況

第
２
章
　
栃
木
県
の
水
環
境
の
現
況

水環境保全に関する取組と住民の負担のあり方については、「負担が増えても行政に

取り組んで欲しい」及び「負担は現状のまま、行政中心に取り組む」は67％であった。

図２－27　事業者による地域等への支援や貢献の可能性 

（複数回答） 

0％ 

従業員の協力 

財政的支援 

施設・敷地の提供 

技術や情報の提供 

道具・機材の提供 

従業員の参加支援制度設立 

その他 

不可能 

10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 

図２－26　水環境保全の取組のあり方と費用負担 

負担が増えて 
も、行政に取 
り組んで欲しい 

13％ 

負担は現状の負担は現状の 
まま、行政中まま、行政中 
心に取り組む心に取り組む 
5454％ 

負担は現状の 
まま、行政中 
心に取り組む 
54％ 

負担は現状の 
まま、住民中 
心に取り組む 
16％ 

住民中心に取 
り組み、負担 
は減らす 
5％ 

水環境保全の 
取組を進める 
必要はない 
2％ 

無効、不明 
7％ 

その他その他 
3％ 
その他 
3％ 

（５）事業者の意識　
事業者の水環境に関する意識を把握するため、平成14年に県内の工場・事業場500社

を対象にアンケート調査を実施した。有効回収数は161（回収率32.2%）であった。

①　地域住民や民間団体等への協力

地域住民や民間団体等で行っている環境保全活動に対して、今後、従業員の協力等

の支援が可能であるとの回答が最も多かった。
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②　今後の取組

水環境保全に関して、今後取り組みたいと考えている活動は、清掃・美化活動が

54.8%と最も多かった。

0％ 

清掃・美化活動 

環境情報の提供や環境教育 

流域住民の交流・イベントの開催 

自然観察・調査活動 

伝統行事や文化財の保存・継承 

ビオトープ等の整備 

その他 

取り組めることがない 

10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 

図２－28　今後事業者が取り組みたい活動内容 

（複数回答） 


